
規

則 

埼
玉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
七
年
五
月
二
十
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
規
則
第
八
十
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
埼
玉
県
規
則
第
八
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
第
一
号
ニ
⑺
中
「
⑹
」
を
「
⑻
」
に
、
「
区
分
」
を
「
区
別
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中

⑺
を
⑼
と
し
、
同
号
ニ
⑹
中
「
⑺
」
を
「
⑼
」
に
、
「
埼
玉
県
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
円
滑
に
利

用
で
き
る
建
築
物
の
整
備
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
二
号
。
ヲ
⑴
及
び

別
表
第
二
に
お
い
て
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
条
例
」
と
い
う
。
）
第
六
条
各
号
」
を
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

条
例
第
六
条
第
二
項
各
号
」
に
、
「
区
分
」
を
「
区
別
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
⑹
を
⑻
と
し
、
⑸

を
⑺
と
し
、
同
号
ニ
⑷
中
「
⑷
」
を
「
⑹
」
に
、
「
区
分
」
を
「
区
別
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
⑷

を
⑹
と
し
、
同
号
ニ
⑶
中
「
⑴
」
を
「
⑵
」
に
、
「
適
合
す
る
便
所
」
を
「
適
合
す
る
便
房
」
に
、

「
⑵
」
を
「
⑷
」
に
、
「
区
分
」
を
「
区
別
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
⑶
を
⑸
と
し
、
同
号
ニ
⑵
中

「
⑴
の
」
を
「
⑵
又
は
⑶
の
」
に
、
「
⑴
に
」
を
「
⑵
に
」
に
、
「
適
合
す
る
便
所
」
を
「
適
合

す
る
便
房
」
に
、
「
区
分
」
を
「
区
別
」
に
改
め
、
同
号
ニ
⑵
㈠
中
「
便
房
が
設
け
ら
れ
て
い
る
」

を
削
り
、
同
号
ニ
⑵
㈡
中
「
⑴
㈠
」
を
「
⑵
㈠
」
に
改
め
、
同
号
ニ
⑵
㈢
中
「
⑴
㈦
」
を
「
⑵
㈦
」

に
改
め
、
同
号
ニ
中
⑵
を
⑷
と
し
、
同
号
ニ
⑴
㈠
か
ら
㈦
ま
で
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。 

 

床
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
築
物
（
共
同
住
宅
又
は
寄
宿
舎
を
除

く
。
）
に
⑴
の
規
定
に
よ
る
便
所
を
設
け
る
階
に
お
い
て
は
、
令
第
十
四
条
第
二
項
の

規
定
の
例
に
よ
り
、
当
該
便
所
の
う
ち
一
以
上
に
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
高

齢
者
、
障
害
者
等
の
利
用
に
配
慮
し
た
便
房
を
設
け
る
ほ
か
、
当
該
便
房
の
う
ち
一
以

上
は
、
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
別
が
な
く
利
用
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
」
と
あ
る
の
は
「
⑵
に
定
め
る
基
準

に
適
合
す
る
便
房
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

別
表
第
一
第
一
号
ニ
⑴
㈠
中
「
出
入
口
」
を
「
便
房
及
び
そ
の
便
房
の
あ
る
便
所
の
出
入
口
」

に
改
め
、
同
号
ニ
⑴
㈡
中
「
出
入
口
」
を
「
㈠
の
出
入
口
」
に
改
め
、
同
号
ニ
⑴
㈢
中
「
自
動
的

に
開
閉
」
を
「
便
房
及
び
そ
の
便
房
の
あ
る
便
所
に
自
動
的
に
開
閉
」
に
改
め
、
同
号
ニ
⑴
㈣
中

「
出
入
口
」
を
「
㈠
の
出
入
口
」
に
改
め
、
同
号
ニ
⑴
㈤
中
「
内
部
」
を
「
便
房
及
び
そ
の
便
房

の
あ
る
便
所
の
内
部
」
に
改
め
、
同
号
ニ
⑴
㈥
中
「
床
面
」
を
「
便
房
及
び
そ
の
便
房
の
あ
る
便

所
の
床
面
」
に
改
め
、
同
号
ニ
⑴
㈦
中
「
次
に
」
を
「
便
房
又
は
そ
の
便
房
の
あ
る
便
所
に
、
次

0e6ef78ff5344367cbb756c14e9871a8



に
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
⑴
を
⑵
と
し
、
同
号
ニ
⑵
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

⑶ 

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
築
物
（
共

同
住
宅
又
は
寄
宿
舎
を
除
く
。
）
又
は
床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の

専
ら
高
齢
者
若
し
く
は
障
害
者
が
利
用
す
る
建
築
物
で
あ
っ
て
、
⑴
の
規
定
に
よ
る
便

所
を
設
け
る
階
を
有
す
る
も
の
に
お
い
て
は
、
埼
玉
県
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
円
滑
に

利
用
で
き
る
建
築
物
の
整
備
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
二
号
。

⑻
、
ヲ
⑴
及
び
別
表
第
二
に
お
い
て
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
条
例
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第

一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
⑵
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
便
房
を
一
以
上
設
け
る
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と

し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
便
所
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
の
用
に
供
す
る

便
所
」
と
、
「
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
」
と
あ
る
の
は
「
⑵
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
便
房
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

別
表
第
一
第
一
号
ニ
に
⑴
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

⑴ 
 

利
用
者
の
用
に
供
す
る
便
所
は
、
令
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
利
用

者
が
利
用
す
る
階
の
階
数
に
相
当
す
る
数
以
上
設
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
項
中
「
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が

利
用
す
る
便
所
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
の
用
に
供
す
る
便
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。 

 

別
表
第
一
第
一
号
ホ
⑵
㈠
中
「
ニ
⑴
㈠
」
を
「
ニ
⑵
㈠
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
第
十
六
条
各

号
」
を
「
第
十
七
条
各
号
」
に
改
め
、
同
号
ト
⑴
か
ら
⑶
ま
で
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。 

 

駐
車
場
等
（
共
同
住
宅
又
は
寄
宿
舎
に
設
け
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
） 

 

利
用
者
の
用
に
供
す
る
駐
車
場
（
専
ら
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
普
通
自
動
二
輪
車
（
い

ず
れ
も
側
車
付
き
の
も
の
を
除
く
。
）
の
駐
車
の
た
め
の
も
の
を
除
く
。
第
四
号
ト
⑴
に

お
い
て
同
じ
。
）
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
令
第
十
八
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
車

椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
駐
車
施
設
（
以
下
こ
の
表
及
び
別
表
第

二
に
お
い
て
「
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
」
と
い
う
。
）
を
設
け
る
ほ
か
、
次
に
定
め

る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
不
特

定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
駐
車
場
」

と
あ
る
の
は
「
利
用
者
の
用
に
供
す
る
駐
車
場
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

別
表
第
一
第
一
号
ト
中
⑴
を
削
り
、
同
号
ト
⑵
中
「
、
令
第
十
七
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に

よ
る
ほ
か
」
を
削
り
、
同
号
ト
中
⑵
を
⑴
と
し
、
同
号
ト
⑶
㈡
中
「
第
十
八
条
第
二
項
第
一
号
」

を
「
第
十
九
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
ト
中
⑶
を
⑵
と
し
、
同
号
チ
⑴
㈡
及
び
⑵
㈡
中

「
ニ
⑴
又
は
⑵
」
を
「
ニ
⑵
又
は
⑷
」
に
、
「
便
所
」
を
「
便
房
」
に
改
め
、
同
号
チ
⑸
中
「
第



十
八
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
チ
⑸
㈠
中
「
第
十
八

条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
チ
⑸
㈡
中
「
第
十
八
条
第

二
項
第
三
号
イ
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
第
三
号
イ
」
に
改
め
、
同
号
チ
⑸
㈢
中
「
第
十
八
条
第

二
項
第
四
号
イ
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
第
四
号
イ
」
に
改
め
、
同
号
チ
⑸
㈣
中
「
第
十
八
条
第

二
項
第
五
号
ロ
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
第
五
号
ロ
」
に
、
「
ニ
⑴
若
し
く
は
⑵
」
を
「
ニ
⑵
若

し
く
は
⑷
」
に
、
「
便
所
」
を
「
便
房
」
に
、
「
第
十
八
条
第
二
項
第
五
号
ハ
」
を
「
第
十
九
条

第
二
項
第
五
号
ハ
」
に
、
「
第
十
八
条
第
二
項
第
五
号
ホ
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
第
五
号
ホ
」

に
改
め
、
同
号
チ
⑸
㈤
中
「
第
十
八
条
第
二
項
第
五
号
ロ
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
第
五
号
ロ
」

に
、
「
ニ
⑴
又
は
⑵
」
を
「
ニ
⑵
又
は
⑷
」
に
、
「
便
所
」
を
「
便
房
」
に
、
「
ニ
⑴
若
し
く
は

⑵
」
を
「
ニ
⑵
若
し
く
は
⑷
」
に
改
め
、
同
号
チ
⑸
㈥
中
「
第
十
八
条
第
二
項
第
六
号
」
を
「
第

十
九
条
第
二
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
チ
⑸
㈦
中
「
第
十
六
条
第
一
号
」
を
「
第
十
七
条
第
一

号
」
に
、
「
第
十
八
条
第
二
項
第
七
号
イ
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
第
七
号
イ
」
に
改
め
、
同
号

ヌ
⑴
中
「
便
所
」
を
「
便
房
」
に
改
め
、
同
号
ヌ
⑶
中
「
便
所
」
を
「
便
房
」
に
、
「
第
二
十
条

第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
ル
⑴
た
だ
し
書
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項

た
だ
し
書
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
号
ル
⑵
中
「
第
二
十
一
条
第
二

項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
ワ
中
「
ニ
⑴
㈢
」
を
「
ニ
⑵
㈢
」
に
改
め
、
同

号
カ
中
「
区
分
」
を
「
区
別
」
に
改
め
、
同
号
カ
⑴
中
「
第
十
五
条
第
二
項
第
二
号
ロ
」
を
「
第

十
六
条
第
二
項
第
二
号
ロ
」
に
、
「
ニ
⑴
㈢
」
を
「
ニ
⑵
㈢
」
に
改
め
、
同
号
ヨ
⑴
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。 

⑴ 

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
築
物
で
客
席
に
設
け
る
座
席
が
床

に
固
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
令
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
車
椅
子
使
用
者
用
部
分
が

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

別
表
第
一
第
一
号
ヨ
⑷
中
「
客
席
の
総
数
が
二
百
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
客
席
の
総
数

に
五
十
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ
の
数
に
一
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切

り
上
げ
た
数
）
以
上
、
客
席
の
総
数
が
二
百
一
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
客
席
の
総
数
に
百

分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ
の
数
に
一
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
上
げ

た
数
）
に
二
を
加
え
た
数
以
上
の
客
席
に
」
を
「
⑷
の
規
定
に
よ
り
客
席
に
設
け
る
座
席
の
総
数

の
区
分
に
応
じ
算
定
し
た
数
以
上
」
に
改
め
、
同
号
ヨ
中
⑷
を
⑸
と
し
、
同
号
ヨ
⑶
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。 

⑶ 

客
席
に
設
け
る
座
席
（
床
に
固
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
）
の
総
数
が
次
に

掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
数
以
上
の
⑴
又
は
⑵
に
定
め
る
基
準
に
適
合

す
る
車
椅
子
使
用
者
用
部
分
を
設
け
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

㈠ 

当
該
客
席
に
設
け
る
座
席
の
総
数
が
百
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
二 

㈡ 

当
該
客
席
に
設
け
る
座
席
の
総
数
が
百
一
以
上
二
百
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
当



該
座
席
の
総
数
に
五
十
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ
の
数
に
一
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
上
げ
た
数
） 

㈢ 

当
該
客
席
に
設
け
る
座
席
の
総
数
が
二
百
一
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
座
席

の
総
数
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ
の
数
に
一
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
端
数
を
切
り
上
げ
た
数
）
に
二
を
加
え
た
数 

別
表
第
一
第
一
号
ヨ
中
⑶
を
⑷
と
し
、
同
号
ヨ
⑵
中
「
客
席
の
部
分
の
移
動
等
円
滑
化
経
路
を

構
成
す
る
出
入
口
か
ら
⑴
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
客
席
」
を
「
出
入
口
か
ら
⑴
又
は
⑵
に
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
車
椅
子
使
用
者
用
部
分
」
に
改
め
、
同
号
ヨ
⑵
㈡
中
「
第
十
八
条
第
二
項

第
四
号
イ
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
第
四
号
イ
」
に
改
め
、
同
号
ヨ
中
⑵
を
⑶
と
し
、
同
号
ヨ
⑴

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

⑵ 

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
築
物
又
は
客
席
に
設
け
る
座
席
が

床
に
固
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
令
第
十
五
条
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

る
基
準
に
適
合
す
る
車
椅
子
使
用
者
用
部
分
が
一
以
上
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

別
表
第
一
第
一
号
ソ
⑴
㈣
中
「
ニ
⑴
」
を
「
ニ
⑵
」
に
、
「
適
合
す
る
便
所
」
を
「
適
合
す
る

便
房
」
に
、
「
ニ
⑵
」
を
「
ニ
⑷
」
に
改
め
、
同
表
第
二
号
ハ
⑴
中
「
前
号
ニ
⑵
」
を
「
前
号
ニ

⑷
」
に
改
め
、
同
号
ハ
⑵
中
「
前
号
ニ
⑵
㈠
」
を
「
前
号
ニ
⑷
㈠
」
に
改
め
、
同
表
第
三
号
チ
⑴

中
「
第
十
八
条
第
二
項
第
五
号
ロ
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
第
五
号
ロ
」
に
改
め
、
同
号
ヌ
⑴
中

「
区
分
」
を
「
区
別
」
に
改
め
、
同
号
ヌ
⑵
中
「
第
一
号
ニ
⑴
」
を
「
第
一
号
ニ
⑵
」
に
、
「
適

合
す
る
便
所
」
を
「
適
合
す
る
便
房
」
に
、
「
当
該
便
所
」
を
「
当
該
便
房
」
に
改
め
、
同
号
ヌ

⑶
中
「
適
合
す
る
便
所
」
を
「
適
合
す
る
便
房
」
に
、
「
第
一
号
ニ
⑵
」
を
「
第
一
号
ニ
⑷
」
に
、

「
区
分
」
を
「
区
別
」
に
、
「
同
号
ニ
⑵
㈠
」
を
「
同
号
ニ
⑷
㈠
」
に
、
「
利
用
可
能
な
便
所
」

を
「
利
用
可
能
な
便
房
」
に
改
め
、
同
号
ヌ
⑷
中
「
第
一
号
ニ
⑸
」
を
「
第
一
号
ニ
⑺
」
に
改
め
、

同
号
ヌ
⑸
中
「
第
一
号
ニ
⑹
」
を
「
第
一
号
ニ
⑻
」
に
、
「
区
分
」
を
「
区
別
」
に
改
め
、
同
号

ヌ
⑹
中
「
区
分
」
を
「
区
別
」
に
改
め
、
同
表
第
四
号
ホ
⑴
中
「
第
一
号
ニ
⑴
」
を
「
第
一
号
ニ

⑵
」
に
、
「
適
合
す
る
便
所
」
を
「
適
合
す
る
便
房
」
に
、
「
当
該
便
所
」
を
「
当
該
便
房
」
に

改
め
、
同
号
ホ
⑵
中
「
第
一
号
ニ
⑵
」
を
「
第
一
号
ニ
⑷
」
に
、
「
適
合
す
る
便
所
」
を
「
適
合

す
る
便
房
」
に
、
「
区
分
」
を
「
区
別
」
に
、
「
同
号
ニ
⑵
㈠
」
を
「
同
号
ニ
⑷
㈠
」
に
、
「
利

用
可
能
な
便
所
」
を
「
利
用
可
能
な
便
房
」
に
改
め
、
同
号
ホ
⑶
中
「
第
一
号
ニ
⑸
」
を
「
第
一

号
ニ
⑺
」
に
改
め
、
同
号
ホ
⑷
中
「
第
一
号
ニ
⑹
」
を
「
第
一
号
ニ
⑻
」
に
、
「
区
分
」
を
「
区

別
」
に
改
め
、
同
号
ホ
⑸
中
「
区
分
」
を
「
区
別
」
に
改
め
、
同
号
ト
⑴
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

⑴ 

利
用
者
の
用
に
供
す
る
駐
車
場
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
令
第
十
八
条
の
規
定

の
例
に
よ
り
、
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
を
設
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
一
項
中
「
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害

者
等
が
利
用
す
る
駐
車
場
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
の
用
に
供
す
る
駐
車
場
」
と
読
み



替
え
る
も
の
と
す
る
。 

別
表
第
二
建
築
物
の
項
第
二
号
中
「
駐
車
場
の
位
置
、
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
の
位
置
及

び
幅
」
を
「
駐
車
場
の
位
置
及
び
数
（
当
該
駐
車
場
を
二
以
上
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

駐
車
場
に
設
け
る
駐
車
施
設
の
総
数
）
、
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
の
数
、
位
置
及
び
幅
、
車

椅
子
使
用
者
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
上
で
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
令
第
十
八
条
た
だ
し
書
に
規

定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
」
に

改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
別
表
第
一
第
一
号
ニ
⑴
、
⑵
及
び
⑷
か
ら
⑹
ま
で
」
を
「
別
表
第
一
第

一
号
ニ
⑴
、
⑵
、
⑷
及
び
⑹
か
ら
⑻
ま
で
」
に
、
「
第
六
条
第
一
号
た
だ
し
書
」
を
「
第
六
条
第

二
項
第
一
号
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
「
客
室
の
位
置
並
び
に
出
入
口
の
位
置
及
び
幅
」
の
下
に
「
、

客
席
に
設
け
る
座
席
の
名
称
、
位
置
及
び
数
」
を
加
え
、
「
車
椅
子
使
用
者
用
部
分
の
位
置
」
を

「
車
椅
子
使
用
者
用
部
分
の
位
置
、
数
」
に
改
め
、
「
車
椅
子
使
用
者
用
の
客
席
ま
で
」
を
「
車

椅
子
使
用
者
用
部
分
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
ロ
中
「
別
表
第
一
第
一
号
ニ
⑴
、
⑵
及
び
⑷

か
ら
⑹
ま
で
」
を
「
別
表
第
一
第
一
号
ニ
⑴
、
⑵
、
⑷
及
び
⑹
か
ら
⑻
ま
で
」
に
、
「
第
六
条
第

一
号
た
だ
し
書
」
を
「
第
六
条
第
二
項
第
一
号
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
表
公
共
交
通
機
関
の
施

設
の
項
第
三
号
及
び
第
五
号
ロ
中
「
別
表
第
一
第
一
号
ニ
⑴
、
⑵
、
⑸
及
び
⑹
」
を
「
別
表
第
一

第
一
号
ニ
⑵
、
⑷
、
⑺
及
び
⑻
」
に
、
「
第
六
条
第
一
号
た
だ
し
書
」
を
「
第
六
条
第
二
項
第
一

号
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
表
公
園
の
項
第
二
号
中
「
別
表
第
一
第
一
号
ニ
⑴
、
⑵
、
⑸
及
び
⑹
」

を
「
別
表
第
一
第
一
号
ニ
⑵
、
⑷
、
⑺
及
び
⑻
」
に
、
「
第
六
条
第
一
号
た
だ
し
書
」
を
「
第
六

条
第
二
項
第
一
号
た
だ
し
書
」
に
、
「
駐
車
場
の
位
置
、
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
の
位
置
及

び
幅
」
を
「
駐
車
場
の
位
置
及
び
数
（
当
該
駐
車
場
を
二
以
上
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

駐
車
場
に
設
け
る
駐
車
施
設
の
総
数
）
、
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
の
数
、
位
置
及
び
幅
、
車

椅
子
使
用
者
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
上
で
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
令
第
十
八
条
た
だ
し
書
に
規

定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
」
に

改
め
、
同
表
公
園
の
項
第
四
号
中
「
別
表
第
一
第
一
号
ニ
⑴
、
⑵
、
⑸
及
び
⑹
」
を
「
別
表
第
一

第
一
号
ニ
⑵
、
⑷
、
⑺
及
び
⑻
」
に
、
「
第
六
条
第
一
号
た
だ
し
書
」
を
「
第
六
条
第
二
項
第
一

号
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
埼
玉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日

以
後
の
届
出
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 
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